
 

 

 

 

香川県広域水道企業団条例第５号 

香川県広域水道企業団職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 

香川県広域水道企業団職員の給与の種類及び基準に関する条例（平成30年香川県広域水道企業団条例第20号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改正後 改正前 

  

（退職手当） （退職手当） 

第22条 略 第22条 略 

２ 前項に定めるもののほか、退職手当は、地方公務員法第22条の２第１項

第２号に掲げる職員のうち、常時勤務を要する職員について定められてい 

る勤務時間以上勤務した日（特に勤務しないことが認められた日を含む。）

が18日（１月間の日数（香川県広域水道企業団の休日を定める条例（平成

30年香川県広域水道企業団条例第４号）第１条第１項各号に掲げる日の日

数は、算入しない。）が20日に満たない日数の場合にあっては、18日から

20日と当該日数との差に相当する日数を減じた日数）以上ある月が引き続

いて６月を超えるに至った者で、その超えるに至った日以後引き続き当該

勤務時間により勤務することとされているものに対して支給する。 

２ 前項に定めるもののほか、退職手当は、地方公務員法第22条の２第１項

第２号に掲げる職員のうち、常時勤務を要する職員について定められてい 

る勤務時間以上勤務した日（特に勤務しないことが認められた日を含む。）

が18日以上ある月が引き続いて６月を超えるに至った者で、その超えるに

至った日以後引き続き当該勤務時間により勤務することとされているもの

に対して支給する。 

３～５ 略 ３～５ 略 

  

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 


